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　当社は、「お客さまとご家族の人生を将来にわたって守り、支えていきたい」という想いを“あなたの未来を強くする”というメッ
セージに託して新たなブランド戦略を展開しております。新しいブランドビジョンの下で、お客さまの未来を強くする「４つの先進
の価値」を掲げ、お客さまと当社のあらゆる接点でこれらの価値を一つ一つ実現し、お客さまから一層ご支持いただくことのでき
る会社を目指しております。本年度はそのブランド「実行の年」として、様 な々取組みを行ってまいります。

■先進の価値づくりの主な取組み

●ご家族の生活を守る「ファーストステージ」・老後の介護に備える「セカンドステージ」　２つの
未来に合理的に備える総合保障「Ｗステージ」の発売 （Ｐ．３２参照）

●すべてのお客さまに定期コンタクト等を実施し、「安心」と「満足」をお届けする「スミセイ未来応援
活動」と営業職員が各種特典をお届けする「未来応援サービス」の開始 （Ｐ．１８、Ｐ．３９参照）

●お客さまとご家族の将来設計を客観的なデータを使ってわかりやすくコンサルティングできる
「未来診断」 （Ｐ．39参照）

●先進的な技術の採用によって、より高度なコンサルティング機能を提供する新たな携帯端
末「Sumisei Lief（スミセイリーフ）」の導入 （Ｐ．41参照）

●保障面のみならずトータルでサポートするための「認知症サポーター」資格取得推進
　（Ｐ．１８、Ｐ．51参照）

■社内におけるブランド戦略の取組み

　ブランド理念の浸透を通じて全役職員の意識と行動を変革する「インナーブランディング」の取組みを最重要課題と位
置付け、諸会議等でのブランド研修をはじめ、様々な取組みを行っております。

　お客さまとのあらゆる接点において住友生命の新しいイメージをお伝えしていく「アウターブランディング」の取組みでは、テレビ
ＣＭ等での新しいイメージ戦略の展開や公式Facebookページによる情報発信などに取り組んでまいります。

●毎月各所属でブランドビジョンを実現するための行動指針（コミットメント）各項目の取組み状況を振り返るミーティング
を実施

●全国の職員と役員との対話ミーティングの開催

●所属長を責任者とした各所属におけるブランド推進体制の確立と全国のブランド推進担当者向け集合研修

ブランド戦略の取組み

ブランドビジョン　４つの先進の価値

あなたの未来を強くする
住友生命

“いつも、いつまでも続く”
先進のコンサルティングと
サービスを提供します。

“強く生きる”ための 
先進的な商品を提供します。

一歩先行く“感動品質”の
お客さま対応を目指します。

“健康な人生・豊かで明るい
シニアライフ”を応援する、
進化するサポートプログラム

を実現します。
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迅速・適切な保険金等のお支払いに向けた取組み

ご契約に対する特別なお取扱いについて

東日本大震災への対応
このたびの地震により被災された皆さまに謹んでお見舞い申し上げます。
一日も早い復旧と皆さまのご健康を心からお祈り申し上げます。

■保険料払込猶予期間の延長

　災害救助法が適用となる地域（東京都を除く）で保険料のお払込み中のご契約について、保険料のお払込みが困難な
場合でも、ご契約が有効に継続するよう最長で平成２４年１月４日まで払込猶予期間延長を実施いたしました。延長後の
猶予期間までに猶予した保険料全額のお払込みが困難な場合には、原則として、平成２４年１月から継続して保険料をお
払い込みいただくことにより、保険料の払込期日を平成２４年１０月３１日までとするお取扱いを実施しております。

■保険金、給付金、契約者貸付金等の簡易迅速なお取扱い

　手続きに必要な書類の一部省略など、迅速なお支払いに資するお取扱いを実施しました。

■お客さま安否確認

　地震発生直後から、岩手県・宮城県・福島県が契約者住所となっている全契約について、お客さまの安否の確認をし
ております。お客さまの状況等を的確に把握するために、現地の「営業職員による確認」を中心としつつ、本社からも応
援者を現地派遣するほか、一定時点で確認がとれていないお客さまにはダイレクトメールの発信や本社からの電話によ
るコンタクトを行うなど、漏れのない重層的な確認活動を実施しました。

■警察発表情報等の利用

　迅速なお支払いのため、お客さまからのご請求を待つだけでなく、警察発表等による被災者の情報と当社の保有契約
を照合し、お客さまがお亡くなりになったことが判明した場合には、ご遺族への十分な配慮を行いながら、お客さまにお手
続きのご案内を行いました。

　お支払いに向けた取組みの結果、岩手県・宮城県・福島県の約30万名のお客さまのうち99.99％以上の方
の安否を確認しております。またお支払いした保険金・給付金の総額は約139億円となっております（平成24年5
月時点）。引き続き、お客さまのご事情に十分配慮をした対応に努めてまいります。

　東日本大震災発生後の当社の取組みにつきましては「東日本大震災への対応　復興への道をともに」
（P.20参照）にも掲載しております。

　生命保険協会は、消費者庁が主催する平成２４年度の「消費者支援功労者表彰※」において、「内閣府特命担当
大臣表彰」を受賞しました。
　東日本大震災発生後の保険金請求手続きや保険料払込みに関する特別取扱いの実施、業界内での情報共有、
保険金支払いに資する手続きの行政への要望等、迅速な保険金支払いを促進したことが高く評価されたためです。
※「消費者支援功労者表彰」は、消費者利益の擁護・増進のために各方面で活躍している方 を々表彰する制度として、昭和60年より

　実施されています。平成23年度から個人だけではなく『新しい公共』の重要な担い手である消費者団体･グループも幅広く表彰され

　ています。


